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5 月 23 日（土）、第 12 回しまねの農村景観

フォトコンテストの表彰式が島根県立美術館で

開催されました。今回は応募総数 600 点の中よ

り、最優秀賞を含む 40 点の入賞作品が表彰さ

れました。 

今回から「農地・水・環境保全活動特別賞」

が新設され、最初の受賞者である東出雲町「中

意東地域環境保全隊」で書記をされている小原

陽一さんからお話を伺いました。 

“これまでは、活動中の作業写真を数人の仲間と撮っていましたが、組織の代表から、

「県主催のフォトコンがあるから応募してはどうか」と誘われ、仲間と数点を応募しまし

た。特別にフォトコンを意識した写真でなく、大勢の構成員が一つの活動に参加し懸命に

作業をしている様子を撮った写真でしたが、受賞したことを仲間たちも大変喜んでくれま

した。 

また、平成２０年度から私達の組織では広報誌を作成し、公民館や学校等へ地域活動の

紹介や組織についてお知らせしています。今回の作品も活動報告に併せて紹介しました。 

今回の受賞は私達の励みになったので、今後は遊び心も加え楽しみながら写真を撮って

いこうと思います。“ 

小原さん、本当におめでとうございました。 

小原さんの最後のコメントにあったように、少し遊び

心を加えて写真を撮ってみると何気ない活動も楽しい活

動に思えてくると思います。 

ただ今、第 13 回フォトコンの作品を受付けています。

組織の皆様も応募してみませんか。 



 

 

 津和野町では、転作「菜種」の導入に取り組んできましたが、農地・水・環境保全向上対策の営農活動支

援を追い風に、更なる面積拡大を進めています。 

 ４月１２日に津和野町奥ヶ野地区で活動組織「みだけの里おくがの」を中心に、「津和野町えびす菜の花

祭り」が６０名の参加を集め盛大に開催されました。 

 当日は、先ず、奥ケ野「恵比須神社」の例大祭を皮切りに、「～子どもが主

役～ おくが野の田んぼの周りの生きものを調べよう」と題し、田んぼの生き

もの調査が行われ、地元小学校の子ども達や親、先生方が、泥んこになって楽

しみました。調査では、田植えが始まる前の田んぼ周辺でメダカ、ドジョウ等

２２種類の生きものが確認されました。 

 このあと、今年初めて搾油した菜種油を使った地元山菜（タラの芽、コゴミ、

タケノコ、よもぎ、ユキノシタなど）の天ぷらやおにぎり等、地元食材を使っ

た料理を食しながら、地元社中の神楽や奥ケ野のファーマーミュージシャン（田

中海太郎氏）のミニライブを楽しみ、子供も大人も菜の花に囲まれて快晴の春の

一日を満喫しました。 

※ 津和野町では、国の農山漁村地域力発掘支援モデル事業(H20～24)や農地・水・環境保全向上対策を活用し、町内特定農

業法人が連携した菜種栽培や搾油、また、その油の活用方法の検討が開始されているところであり、今後、この菜種を核と

した地域振興の取り組みが進むことが期待されています。 

 

 作り方 

① 段ボールに「くんぴい」を入れてよく混ぜ合わせる。 

② そこへ水を２カップ入れてよく混ぜ、温度計を中心に挿す。 

③ その中へ毎日生ゴミを入れ、入れる度によく混ぜる。 

④ 段ボールは、べた置きにしない。（底に空間をつくる） 

⑤ 魚アラなどは加熱してから入れる。 

⑥ 玉ねぎの皮、みかんの皮、貝殻、腐ったもの、味の濃いものは入れない。 

⑦ ２０℃以上の場所へ置く。入れ続けるうちに堆肥の温度が上昇する。 

⑧ 温度が上がると微生物が良く働き、発酵分解が早まり虫もわかない。 

⑨ ４０℃台が好ましい。温度を上げるためには、米ぬかや古油などを入れる。 

⑩ 虫の侵入を防ぐため古着などで覆って上蓋をする。ビニールなどでは囲わな

い。 

一日平均５００グラムの生ゴミを入れ続け、約３ヶ月間続けます 

その後 

① 生ゴミの投入をやめ、１～２週間、時々かき混ぜる。 

② その後、土と混ぜさらに１～２ヶ月置く。（半年ぐらい

寝かせるのがベスト） 

これで完了！ さぁ 畑や花壇で使ってみましょう。 

■農地・水・環境保全向上対策の活動では 

農村環境向上活動の「資源循環」テーマ、「有機性資

源の堆肥化」にチェックを付けることができます！ 

段ボール箱を使って堆肥ができます。臭いもわずか！ 
～段ボールを使って台所の生ゴミをリサイクルする活動に取り組みませんか？～ 

【田んぼの生きもの鑑定】 

～子供は真剣そのもの～ 

  

用意するもの 

■段ボール箱２個 
（果物１０キロ入りのしっかり

した箱Ａ・Ｂ） 

・Ａの箱は、上の部分を折り目か

ら立ててガムテープではり、深

い箱にする。 

・Ｂの箱は、半分に切り、A の箱

の蓋と底にする。 
■くんぴい 
（ピートモス 12 リットル＋もみ

がら燻
くん

炭８リットル） 

・ピートモス（20リットル入り袋

で 500円程度） 

・もみがら燻
くん

炭（20リットル入り

袋で 400円程度） 

■温度計（１００℃用） 
■はかり（生ゴミを計る） 
■しゃもじ等 
（混ぜるためのもの） 

■角材等足場になるもの 
（箱を床から浮かすためのもの） 
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益田市、安田地区環境保全向上協議会では、安田地区の自治会、農業者、

水利組合、その他各種団体が集まり、何度も話し合いを重ねたなかで、『ど

うにかして安田地区全体で環境保全、景観保全、地域の活性化に向けて事

業に取組みたい！』との思いがまとまり、活動が始まりました。 

平成１９年度から様々な活動を行っていますが、平成２０年度からは景

観保全活動を本格的に実施し、「遊休農地を増やさない」、「きれいな景観

を保っていこう」との合い言葉で、安田地区にある遊休農地をひとつずつ

復旧して、菜の花の作付けを行っています。菜の花は、他の景観作物に比

べ花が目立つことから、地域内外の方に安田地区の魅力を広く伝えていこ

うと、まずは、国道９号線沿いの荒廃地を菜の花でいっぱいにしました。 

 

菜の花の周辺では「菜の花ウォーキング」を開催したり、幼稚園や小学生たちを集めて「菜の花とのふれ

あい活動」なども実施し、また１１月の安田地区文化祭では活動写真をパネル展示して、参加者の方々に紹

介しました。 

これから、農地・水・環境保全向上対策が発展して市の地域振興事業と併せ、「なたねの里づくり」として

約１．４ha に作付する計画です。今後は、構成員が自主的に取組んで地域全体に広げたいと思います。 

現在、農地・水・環境保全向上対策でいろいろな活動を実施していますが、今後、将来に渡って農地を守

れる対策を組織内で十分に検討していく必要があると思います。貴重な農地を荒らさないためには、地域住

民の理解と意識改革が重要ではないか、と思います。 
 

活活動動事事例例紹紹介介  

活動組織名：安田地区環境保全向上協議会（益田市） 

国道沿いの遊休農地へ菜の花を植栽 

 

‘ルーラル・ミーティング in しまね（Ｈ２１）’が開催されます 

耕作放棄地対策、鳥獣被害対策等、地域の抱える課題について考え、地域の活性化に向けた政

策や新たな取り組み等を紹介します。 

活動組織や住民の方々の参加をお待ちしています。参加を希望される方は参加申込みが必要と

なりますので、申込用紙のない方はお早めにお問い合わせください。 
 

日   時： 平成２１年６月１６日（火） 

会   場： 大田市大田町大田ｲ 236-4「島根県立男女共同参画センターあすてらす」 

内   容： ・午前１０時３０分 耕作放棄地対策用草刈りデモ 

       ・午後１時     講演「耕作放棄地を活かして地域を元気に」 

   ・午後２時     講演「鳥獣害対策は地域の団結から」 

   ・午後３時     事例発表（３名） 

・午後３時３０分  パネルディスカッション「地域力再発見」 

 問合わせ先： 島根県土地改良事業団体連合会（TEL 0852-32-4141）まで 

 
 



 

 

～農地・水・環境保全向上対策に関することは！～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会まで 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel0852-32-4141  Fax0852-24-2848 
http://www.shimanedoren.or.jp/arkadia/kai_set.htm 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ（共同活動） Tel0852-22-6262 

     〃  農畜産振興課有機農業グループ（営農活動） Tel0852-22-6477 
http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は県内各農林振興センター、最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

 

★今月の予定★ 

 ６/９ 
（火） 

営農活動支援市町村担当者会議 
（浜田市） 

６/２４ 
（水） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（浜田市） 

 

 ６/１０ 
（水） 

営農活動支援市町村担当者会議 
（松江市） 

６/３０ 
（火） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（東出雲町） 

 

 ６/１６ 
（火） 

ルーラルミーティング inしまね（H21） 
（大田市） 

７/１ 
（水） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（海士町・知夫村・西ノ島町） 

 

 ６/２３ 
（火） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（斐川町） 

７/２ 
（木） 

平成２０年度実施状況確認・指導会 
（隠岐の島町） 

 

 
 

 

 

 

 ＢＳＳラジオに市山環境保全会（江津市）の牛尾且宏さんが出演！！ 

６月２９日（月）放送のＢＳＳラジオ「がんばる島根の担い手農家Ⅲ」（自由ほんぽーおしゃべり本舗
のワンコーナー・午後３時１０分頃からの約１０分間番組）に「市山環境保全会（江津市桜江町）の牛
尾且宏さん（事務局）」が出演されます。 
 番組は、パーソナリティーによる電話インタビューにより進められ、牛尾さんの農業・ふるさと・地

域づくりに掛ける熱い思いをラジオの前の皆さまへお伝えします。午後のひと時、少し仕事の手を休め
てぜひ聞いてみてください。 
 
 

  ～お願い～ 

 

情報交換の場として広く活用してください。 
今後の取組情報、イベント参加の案内、地域や活動組織のＰＲ、特産品や祭り、名所、名人の紹介の

ほか、日頃の活動などの感想など、投稿をお待ちします。 
楽しいコーナーとして、読者で作りあげ育てていただけたらと願っています。 
なお市町村、活動組織名、お名前を掲載させて頂くことをご承知ください。 

 

 

【投稿規定】 
郵便番号、住所、氏名、電話番号、組織の方ならば活動組織名、を明記。 
郵便、ファックス、メール、電話での投稿。次号への掲載は、前月２０日ころまでに必着。 
宛先は、〒690-0876 松江市黒田町 432-1 島根県土地改良事業団体連合会「おたより広場」係。 
FAX 番号（0852）24-0848、電子メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 


